
64

鹿
児
島
県
奄
美
市

１
．
奄
美
大
島
の
現
状
と
課
題

　

奄
美
大
島（
奄
美
市
ほ
か
二
町
二
村
。
以
下
同
）の
産
業
は
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
果
樹
（
タ
ン
カ
ン
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
）、
野
菜

（
カ
ボ
チ
ャ
、
田
芋
な
ど
）
の
栽
培
、
子
牛
の
生
産
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
タ
イ
、

そ
し
て
真
珠
の
養
殖
と
い
っ
た
農
林
水
産
業
、
黒
糖
焼
酎
の
製
造
お

よ
び
観
光
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
伝
統
産
業
で
あ
る
本
場
奄
美
大
島

紬
は
和
装
離
れ
も
あ
り
生
産
量
、
売
上
高
と
も
に
低
迷
し
て
い
る
。

　

外
海
離
島
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
東
京
や
大
阪
、
福
岡
と
い
っ
た

大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
近
く
に
な
い
た
め
高
額
な
輸
送
コ
ス
ト
と
い

「
住
民
の
幸
福
度
向
上
」
を
ゴ
ー
ル
と
し
た

総
合
戦
略

う
不
利
性
を
抱
え
、
さ
ら
に
工
場
建
設
な
ど
に
必
要
な
平
地
も
少
な

い
こ
と
か
ら
製
造
業
は
伸
び
に
く
い
。

　

最
近
の
島
を
襲
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
平
成
二
七
年
末
か
ら
の

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
発
生
が
あ
げ
ら
れ
る
。
商
品
作
物
と
し
て
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
出
来
つ
つ
あ
っ
た
タ
ン
カ
ン
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
グ
ァ
バ
の
販
売
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

　

人
口
は
、
平
成
二
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
六
万
五
七
七
〇
人
。

年
齢
三
区
分
別
人
口
で
は
年
少
人
口
が
九
六
六
八
人
（
構
成
比

一
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、
生
産
年
齢
人
口
が
三
万
七
六
八
六
人（
五
七
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
）、
老
年
人
口
が
一
万
八
四
一
六
人
（
二
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）

奄
美
市
総
合
戦
略
会
議
座
長　

勝　

眞
一
郎

奄美大島

鹿児島

沖縄本島
100km

　

一
市
二
町
二
村
で
構
成
さ
れ
る
奄
美
大
島
で
は
、
文
化
や
気
候
な
ど
を
含
め
た
生
活
圏
域
、
産
業
な
ど

の
経
済
圏
域
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
島
で
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
各
自
治
体
の
特
色
を
出
し
な
が
ら

連
携
し
た
全
島
版
の
総
合
戦
略
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。
広
域
連
携
の
し
く
み
と
奄
美
市
総
合
戦
略
会
議

が
提
言
し
、
策
定
し
た
「
奄
美
市
﹃
攻
め
﹄
の
総
合
戦
略
」
の
構
築
内
容
と
併
せ
て
解
説
す
る
。
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路
運
賃
対
策
に
よ
り
観
光
客
お
よ
び
帰
省
客
が
確
実
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
型
客
船
の
来
島
数
も
増
加
し
、
訪
れ
た

い
先
（
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
と
し
て
の
知
名
度
が
着
実
に
上
が

っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
同
三
〇
年
度
を
目
標
と
し
て
い
る
世
界
自
然
遺
産
へ
の

登
録
も
、
今
後
の
観
光
客
の
伸
び
の
さ
ら
に
追
い
風

に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

２
．
奄
美
市
総
合
戦
略
策
定
の
推
進
体
制

（
１
）
全
体
ス
キ
ー
ム

　

奄
美
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
推
進
体

制
は
、
①
総
合
戦
略
推
進
本
部
、
②
総
合
戦
略
作
業

部
会
、
③
地
方
創
生
推
進
班
、
④
市
議
会
、
⑤
総
合

戦
略
会
議
、
⑥
庁
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
⑦
民
間
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
た
（
図
１
参
照
）。

（
２
）
奄
美
市
総
合
戦
略
会
議
の
構
成

　

産
金
学
官
労
言
の
代
表
か
ら
の
選
抜
と
い
う
こ
と

で
、
以
下
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
一
五
名
の
メ
ン
バ

ー
が
選
出
さ
れ
た
。

（
敬
称
略
）

　

産
業
：
谷
芳
成
（
奄
美
大
島
商
工
会
議
所
会
頭
・
奄
美

　奄美大島は、その多くを山地で占められる地形的な理由も
あり、ほとんどの集落が海沿いに開けている。道路が整備さ
れるまでは集落間の往来は容易ではなく、舟での交通が主で
あった。そのためもあってか、全島を統一した人物はこれま
でおらず、各集落での自治による「奄

あ ま ん ゆ

美世」が中世まで続い
た。その後、琉球王国統治下の「那

な は ん ゆ

覇世」、薩摩藩統治下の
「大

や ま と ん ゆ

和世」、廃藩置県後には鹿児島県、戦後は米国占領下の「ア
メリカ世

ゆ

」を経て昭和28年に日本に復帰、現在に至っている。
　沖縄と本土を結ぶ交通の要衝であり、海洋民族としての暮
らしはあったものの、琉球や薩摩と互角に戦うほどの大きな
軍事力がなかったことから、琉球王国や薩摩藩の支配下に
入ったのちに、砂糖専売制などを強いられるなどの歴史をた
どってきた。
　昭和29年、奄美群島の自立的発展並びに住民生活の安定
および福祉の向上を目的とした「奄美群島振興開発特別措置
法」が制定された。税制上の優遇措置や自治体が行う奄美群
島の関連事業について公共事業に係る補助率のかさ上げ、さ
らに予算枠の地域や施策に応じた弾力的運用など特別の助成
が可能となっており、地域の振興に重要な役割を占めている。

で
あ
る
。
大
学
が
な
い
こ
と
か
ら
高
校
卒
業
と
同
時
に
島
を
離
れ
る

若
者
も
多
く
、
雇
用
が
な
い
こ
と
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
少
な
い
状
況

の
た
め
、
生
産
年
齢
人
口
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　

逆
に
明
る
い
動
き
と
し
て
は
、
同
二
六
年
七
月
か
ら
就
航
を
始
め

た
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
の
バ
ニ
ラ
エ
ア
や
、
各
種
航
路
・
航
空

★

奄美大島の歴史

島の特徴と個性
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大
島
観
光
物
産
協
会
会
長
）、
柳
東
洋
男
（
あ
ま
み
農
業
協
同
組
合
統
括
理

事
）、
勝
眞
一
郎
（
サ
イ
バ
ー
大
学
教
授
）
／
金
融
：
西
村
博
（
奄
美

群
島
振
興
開
発
基
金
理
事
長
）、
田
中
進
（
奄
美
金
融
懇
話
会
）
／
学
術
：

河
合
渓（
鹿
児
島
大
学
教
授
）、
宇
土
弘
美（
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
教
授
）

／
行
政
：
片
平
道
博
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬
所
長
）
／
労
働
：
壽
章

子
（
連
合
奄
美
地
域
協
議
会
）
／
報
道
：
村
山
三
千
夫
（
南
海
日
日
新

聞
社
社
長
）
／
地
域
：
田
丸
友
三
郎
（
奄
美
市
名
瀬
町
内
会
・
自
治
会

連
合
会
会
長
）、
元
井
孝
信（
住
用
町
地
域
協
議
会
会
長
）、
塩
崎
博
成（
笠

利
町
地
域
協
議
会
会
長
）、
久
保
弘
恵
（
奄
美
市
港
町
児
童
館
セ
ン
タ
ー
副

館
長
）、
原
暁
穂
（
株
式
会
社
ア
マ
ミ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
所
主
任
研
究
員
）。

　

総
合
戦
略
会
議
に
対
し
て
要
請
さ
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
奄
美

市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦
略
の
策
定
と
、
奄
美
大
島
版
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
承
認
で
あ
っ
た
。
各
委
員
の
任
期
は
平

成
二
八
年
三
月
三
一
日
と
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
第
一
回
目
の
会
合
に

お
い
て
座
長
に
選
出
さ
れ
た
（
写
真
１
）。

３
．
総
合
戦
略
会
議
の
審
議
ス
テ
ッ
プ

（
１
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
の
吸
い
上
げ

　

平
成
二
七
年
五
月
に
総
合
戦
略
推
進
本
部
お
よ
び
総
合
戦
略
作
業

部
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
す
ぐ
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
作
業
に
と

り
か
か
っ
た
。
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
が
担
う
未
来
に

つ
い
て
自
ら
が
行
動
を
起
こ
す
主
体
と
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
一

図１  奄美市総合戦略の推進体制
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般
市
民
か
ら
の
公
募
に
よ
る
「
民
間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
計
八
回
）
と
、

市
役
所
内
の
若
手
職
員
か
ら
の
公
募
に
よ
る
「
庁
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」（
計
二
一
回
）
を
開
催
し
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

民
間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
延
べ
八
四
名
が
参
加
し
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
進
行
に
従
い
、
課
題
の
共
有
と
解
決
策
の
立
案
が
行

わ
れ
、
一
五
の
提
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
庁
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

若
手
職
員
を
中
心
に
延
べ
二
四
一
名
が
参
加
し
た
。
担
当
課
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
「
奄
美

市
を
ど
の
よ
う
に
変

え
て
い
き
た
い
か
」

と
い
う
こ
と
を
軸
に

意
見
の
集
約
が
行
わ

れ
、
三
四
の
提
案
が

ま
と
め
ら
れ
た
。
総

合
戦
略
推
進
本
部
で

苦
労
し
た
の
は
、
こ

れ
ら
の
各
提
案
を
ど

の
よ
う
に
戦
略
と
結

び
つ
け
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
多

く
の
提
案
は
織
り
こ

む
こ
と
が
で
き
た
が
、

組
み
立
て
の
難
し
い

案
は
保
留
と
さ
れ
た
。

（
２
）
市
議
会
と
の
意
見
交
換

　

市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
は
、
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦
略
の
版
が
上
が
る
た
び
に
開
催
さ
れ
た
。
最
終

版
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
、
計
三
回
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
市
議

会
側
か
ら
は
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。
選
挙
公
約
を
盛
り
込
み
た
い

と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
が
、「
攻
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
に
く
い
」

な
ど
、
後
の
と
り
ま
と
め
に
有
益
な
意
見
も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　

毎
回
の
意
見
書
は
、
事
務
局
で
あ
る
市
の
地
方
創
生
推
進
班
が
整

理
し
、
総
合
戦
略
会
議
に
連
絡
、
内
容
に
反
映
す
る
と
い
う
進
め
方

と
し
た
。

（
３
）
総
合
戦
略
作
業
部
会
と
総
合
戦
略
推
進
本
部
に
よ
る
審
議

　

地
方
自
治
活
動
は
住
民
生
活
と
直
結
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
施
策
を
急
に
止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
従
来
の
政
策
や
事
業
と
の

整
合
性
が
保
た
れ
た
上
で
の
新
た
な
戦
略
立
案
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
庁
内
の
担
当
課
長
に
よ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦
略

の
確
認
、
修
正
点
の
洗
い
出
し
が
な
さ
れ
た
。
各
部
署
の
掲
げ
る
政

策
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
の
積
み
重
ね
の
部
分
も
多
く
、
急
な
変
更

は
困
難
で
あ
る
。
今
回
は
、
資
源
と
時
間
の
重
点
配
分
を
戦
略
的
に

行
う
た
め
の
優
先
順
位
付
け
が
、
政
策
選
択
の
基
準
と
な
っ
た
。

　

朝
山
毅
奄
美
市
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
総
合
戦
略
推
進
本
部
に
お

写真1：奄美市総合戦略会議の様子。
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い
て
は
、
最
終
決
裁
の
一
つ
手
前
の
最
終
確
認
機
関
と
し
て
、
実
行

可
能
な
計
画
に
す
る
た
め
に
慎
重
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
後
述
す

る
戦
略
曼ま
ん

荼だ

羅ら

は
、
筆
者
が
知
る
だ
け
で
も
二
〇
回
以
上
に
わ
た
る

修
正
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

（
４
）
総
合
戦
略
会
議
に
お
け
る
審
議

　

総
合
戦
略
会
議
は
、
計
四
回
開
催
さ
れ
た
。
途
中
段
階
で
は
、
メ

ー
ル
に
よ
る
資
料
の
確
認
が
行
わ
れ
た
。

　

第
一
回
の
会
議
に
お
い
て
、
ま
ず
奄
美
市
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

の
認
識
の
擦
り
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。「
奄
美
は
、
今
か
つ
て
な
い

ほ
ど
の
追
い
風
が
吹
い
て
お
り
、
攻
め
時
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
逃

す
こ
と
は
大
き
な
損
失
を
生
む
」と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
、ま
た
、「
攻

め
る
経
験
が
少
な
い
た
め
、
明
確
な
方
向
性
と
ス
テ
ッ
プ
の
提
示
が

必
要
で
あ
る
」
と
い
う
、
今
後
の
協
議
の
方
向
性
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
う
え
で
、
総
合
戦
略
の
タ
イ
ト
ル
を
「
奄
美
市
『
攻
め
の
』
総

合
戦
略
」
と
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
奄
美
市
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案
が
示
さ
れ
、
現
状
と
人
口
推
計
の
情
報
共
有
が
な

さ
れ
た
。

　

第
二
回
で
は
、
二
〇
六
〇
年
の
人
口
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
二
〇
一
四
年

の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
維
持
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
奄
美
市
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
基
本
案
が
了
承
さ
れ
、
奄
美
大
島
版
の
作

業
部
会
へ
申
し
送
り
さ
れ
た
。
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
構

成
お
よ
び
基
本
的
内
容
、
さ
ら
に
「
し
あ
わ
せ
の
島
へ
」
と
い
う
テ

ー
マ
が
議
決
さ
れ
た
。

　

第
三
回
に
お
い
て
は
、
戦
略
の
ゴ
ー
ル
（
Ｋ
Ｇ
Ｉ
：K

ey�Goal�

Indicator��

重
要
目
標
達
成
指
標
）と
し
て「
奄
美
幸
福
度
指
数（
Ａ
Ｈ
Ｉ
：

A
m
am
i�H
appiness�Index

）」
の
設
置
と
策
定
手
順
、
さ
ら
に
戦
略
を

曼
荼
羅
の
チ
ャ
ー
ト
で
八
つ
に
絞
り
、
取
り
組
み
テ
ー
マ
を
各
七
つ

に
絞
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
（
詳
細
は
、
５
の（
２
）項
で
説
明
）。
ゴ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
の
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
に
は
地
域
の

人
口
確
保
の
た
め
の
戦
略
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
が
、
我
々
の
ゴ

ー
ル
は
人
口
で
も
経
済
指
標
で
も
な
く
「
島
の
住
民
の
幸
せ
」
で
あ

る
、
と
い
う
ゴ
ー
ル
の
再
定
義
が
な
さ
れ
た
。
全
国
で
も
珍
し
い
ケ

ー
ス
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ま
た
、
戦
略
に
関
す
る
質
疑
の
中
で
、
自
然
環
境
の
保
護
、
教
育
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各
方
面
か
ら
、
市
民
に
よ
る
清
掃
活
動
参
加

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
、「
地
域
づ
く
り
」
戦
略
の
中

の
必
須
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
地
域
代
表
か
ら

は
、
子
育
て
や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
を
包
括
的
に
行
う
「
多
世
代

同
居
の
推
進
」
と
い
う
案
も
出
た
が
、
具
体
的
な
実
現
プ
ロ
セ
ス
が

提
示
で
き
ず
、
今
回
は
見
送
り
と
し
た
。

　

第
三
回
と
第
四
回
の
間
に
、
ゴ
ー
ル
実
現
の
た
め
に
は
ど
の
戦
略

を
選
択
す
る
の
か
、
戦
略
実
現
の
た
め
に
ど
の
政
策
を
選
択
す
る
の

か
に
つ
い
て
、
庁
内
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
同
時
に
奄

美
市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
も
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
た
。
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最
終
回
の
第
四
回
で

は
、
総
合
戦
略
計
画
全

体
の
確
認
が
な
さ
れ
、

「
攻
め
」
の
ポ
イ
ン
ト

の
明
確
化
に
つ
い
て
修

正
が
な
さ
れ
た
上
で
、

最
終
版
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
四
回
の
会
合
が
終

わ
っ
た
後
、
提
言
書
と

と
も
に
「
奄
美
市
総
合

戦
略
」
が
朝
山
市
長
に

手
交
さ
れ
、
市
長
よ
り

実
現
の
た
め
の
約
束
が

な
さ
れ
た
（
写
真
２
）。

三
月
末
に
は
総
合
戦
略
の
内
容
を
広
く
市
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

４
．
奄
美
大
島
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

　

奄
美
大
島
は
長
寿
の
島
と
し
て
も
知
ら
れ
、
高
齢
者
が
多
い
。
出

生
率
は
全
国
平
均
に
比
べ
て
高
い
が
、
高
齢
者
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
に

は
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
高
齢
化
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

　

奄
美
大
島
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
島
全
体
の
将
来
人
口
目

標
を
二
〇
一
〇
年
の
総
人
口
六
万
五
七
七
〇
人
の
約
八
割
を
維
持
す

る
五
万
二
六
〇
〇
人
と
し
た
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
基
づ
き
、

目
標
人
口
達
成
の
た
め
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
奄
美
市
二
・
一

（
二
〇
〇
八
～
一
二
年
の
合
計
特
殊
出
生
率〈
五
年
間
の
平
均
値
〉：
一
・
八
三
）、

大
和
村
二
・
一（
一
・
七
八
）、
宇
検
村
二
・
三
（
一
・
六
九
）、
瀬
戸
内
町

二
・
二
（
二
・
〇
六
）、
龍
郷
町
二
・
三
（
一
・
八
三
）
と
設
定
さ
れ
た
。

５
．
奄
美
市
総
合
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
ゴ
ー
ル
は
「
幸
福
度
」

　

地
方
創
生
の
成
果
と
し
て
、
人
口
さ
え
増
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ

う
か
？　

確
か
に
人
口
は
社
会
や
経
済
の
源
で
あ
り
力
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
移
民
政
策
や
移
住
者
助
成
制
度
で
人
だ
け
増
え
て
も

十
分
と
は
い
え
な
い
。
同
様
に
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
重
要
で
あ
る
が
、

必
要
な
の
は
お
金
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
島
に
住
み
続
け
て
い

る
理
由
を
考
え
て
み

る
と
、
人
の
数
や
お

金
だ
け
で
は
換
算
で

き
な
い
「
こ
と
」「
も

の
」「
思
い
」
を
大

切
に
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
総
合
戦
略

会
議
で
は
、
新
た
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
指
標

で
あ
る
「
奄
美
幸
福

写真2：「奄美市総合戦略」を朝山市長（右）に提言。

図2  奄美幸福度指数



70

度
指
数
」
を
設
定
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
（
図
２
参
照
）。
こ
れ
は
住

民
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
把
握
し
指
数
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
民
の
意

見
を
基
に
奄
美
の
特
性
に
応
じ
た
質
問
項
目
を
設
定
し
、
調
査
結
果

は
毎
年
公
表
さ
れ
る
。こ
れ
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
軸
を
採
用
す
る
の

か
を
住
民
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
あ
り

3つの「攻めの」ポイント

　従来の取り組みレベルから一歩踏み込んだ「攻めの」ポイントは、以
下の3点である。1つ目は、「観光で攻める！」。世界自然遺産登録によ
る観光客増加を見据え、奄美大島の行政・民間が一体となって観光振
興を推し進めるために、奄美大島版DMO構築を行う。DMOとは、
Destination Marketing/Management Organizationの略で、和訳する
と観光地域づくりをマーケティングの視点からマネジメントする組織
のことである。従来は、行政、民間、市民の動きが一体となっておらず、
かつ指針となるべきマーケティングやプロモーションのアプローチが
不足していた。今回、奄美大島という観光地（ディスティネーション）を統
一してアピールする体制を整え、他の観光地に攻め勝つこととした。
　有人8島を有する奄美群島全体に関しては、平成24年に全国に先駆
け「一般社団法人 奄美群島観光物産協会（愛称：ぐーんと奄美）」がDMOと
して設立され、奄美群島の観光・交流と物産のプロモーションに精力
的に取り組んでいる。
　攻めの2つ目は、「仕事づくりで攻める！」で、同27年7月に発表され
た「フリーランスが最も働きやすい島化計画」の推進を強力に後押しす
る。地域経済が好循環していく島を目指し、創（起）業支援に取り組む
とともに、I T環境の整備によって離島の不利性を克服し 、適度な経済
規模がある離島という奄美の優位性を生かすことで多様な働き方をバ
ックアップしていく。具体的には、フリーランス向けの「フリーランス
寺子屋」（写真３）や、「空き家バンク」による住宅確保、光ファイバー網
の整備が計画にあがっている。
　そして3つ目が「少子化対策で攻める！」である。自然環境が豊かで、
地域で子どもを育てるというコミュニティが残る奄美には、子育てを
目的として移住をする若い夫婦が多い。そうした環境をさらに推し進
めるため、結婚、妊娠、出産、子
育ての各フェーズを結ぶ総合的な
支援を市で行う。具体的には、医
療費や保育料などの助成への取り
組みや、「赤ちゃん先生」（https://

www.mamahata.net/）など、子育て
ママ活躍支援プロジェクトも推進
していく。子供を産んで育てるな
ら奄美へという気運がますます盛
り上がることが期待される。

観光、仕事づくり、少子化対策

写真3： 平成27年度第2回「フリーラン
ス寺子屋」の様子。
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た
い
姿
に
対
す
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
活
動
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
。

　

今
回
、
具
体
的
な
評
価
軸
に
つ
い
て
は
期
間
内
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
経
済
を
含
む
満
足
軸
、
将
来
へ
の
希
望
軸
、
地

域
の
助
け
合
い
軸
、
郷
土
愛
軸
な
ど
い
く
つ
か
の
軸
を
平
成
二
七
年

度
中
に
決
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）
戦
略
を
絞
る

　

戦
略
は
、
ゴ
ー
ル
を
最
短
の
時
間
で
限
ら
れ
た
資
源
を
投
入
し
て

実
現
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
従
っ
て
、
効
果
的
に
実
現
で
き

る
戦
略
に
絞
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
の
地
方
自
治
体
の
中
長
期
計
画

の
多
く
は
、
期
中
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
総
花
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
戦
略
を
絞
る
こ
と
か
ら
作
業
を

始
め
た
。
絞
る
際
に
は
、
何
か
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
あ
る
方
が
わ
か
り

や
す
い
た
め
、「
曼
荼
羅
チ
ャ
ー
ト
」
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
利

用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
曼
荼
羅
チ
ャ
ー
ト
で
は
、
中
心
に
ゴ
ー
ル
を
置
き
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
八
つ
周
り
に
配
置
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
戦

略
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ（K
ey�Perform

ance�Indicator��

重
要
業
績
評
価
指
標
）
も

設
定
。
さ
ら
に
、
各
戦
略
を
実
行
す
る
た
め
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
を

周
り
に
七
つ
配
置
し
た
。
戦
略
プ
ラ
ン
な
の
で
、
こ
こ
に
書
か
れ
た

戦
略
は
絶
対
に
実
行
し
、
そ
れ
以
外
に
は
資
源
を
割
い
て
は
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
厳
格
な
優
先
順
位
付
け
が
必
要
に
な
る
。
奄
美
市

図3  奄美市「攻めの」総合戦略曼荼羅
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で
は
担
当
課
を
含
め
、
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
、「
奄
美
市
『
攻

め
の
』
総
合
戦
略
曼
荼
羅
」
が
完
成
し
た
（
図
3
参
照
）。

（
３
）
Ｇ‐Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
し
か
け

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ（
計
画
）→
Ｄ
Ｏ（
実
行
・
計
測
）→
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ（
差
異
確
認
）

→
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
改
善
案
の
立
案
）の
前
に

は
、
達
成
す
べ
き
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ（
ゴ
ー
ル
）が

来
る
。
ゴ
ー
ル
が
明
確
で
な
か
っ
た
り
、

ブ
レ
て
し
ま
う
と
そ
の
後
の
計
画
も
有
効

性
が
低
く
な
り
、
た
と
え
計
画
が
実
行
さ

れ
た
場
合
で
も
、
ゴ
ー
ル
へ
近
づ
く
た
め

の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
検
証
で
き
な
く

な
る
。
検
証
で
き
な
い
こ
と
は
、
や
っ
て

も
無
駄
で
あ
る
。

　

本
当
に
目
指
し
た
い
ゴ
ー
ル
を
明
確
に

決
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
計
画
を
立
て
、

そ
れ
を
粛
々
と
実
行
し
、
計
測
す
る
。
今

回
の
奄
美
市
総
合
戦
略
は
、
奄
美
市
全
体

の
戦
略
で
あ
る
の
で
、
取
り
組
み
の
主
体

は
奄
美
市
民
全
体
で
あ
る
。
市
役
所
だ
け

が
取
り
組
む
テ
ー
マ
で
は
な
い
。

　

各
市
民
が
ゴ
ー
ル
実
現
の
た
め
に
ど
の

戦
略
の
ど
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
を
選
択
し
、

実
際
に
何
を
ど
れ
だ
け
や
る
の
か
を
宣
言
し
、振
り
返
り
を
す
る「
役

割
と
目
標
設
定
シ
ー
ト
」
を
文
末
に
添
付
し
た
（
図
４
参
照
）。

　

こ
の
シ
ー
ト
は
、
家
族
単
位
、
企
業
単
位
、
組
織
単
位
、
庁
内
の

部
課
単
位
で
作
成
し
、
市
報
な
ど
を
通
じ
て
共
有
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
自
主
性
を
重
ん
じ
る
た
め
に
、
テ
ー
マ
の
割
り
振
り
を
事
前

図4  役割と目標設定シート
　項目に記載している例を参考に、地域のために自分ができること（役割）とその目標
を話し合って記載し、活動の指針としましょう。1年の終わりには振り返りも忘れずに。
平成27年度「役割と目標」
記入者（世帯・地域・企業・職場） ［                          　　　　　         ］

施策項目 何を どのようにして・どうする
目標管理

現在 目標 結果

1 7-6
地域づくり 環境美化 ○○公園の清掃活動に

参加する
0回
／年

12回
／年

2
1-4
観光満足度コン
テンツの充実

観光案内 観光客が困っていたら、
親切に案内する

0回
／年

2回
／年

3 7-5
集落の活性化

地域の宝を活かし
た地域おこし

集落生活で培った手熟
を若者に教える

0回
／年

1回
／年

4
5-7
定住モデル集落
支援

集落の空き家活用 集落の空き家情報を集
める

0回
／年

3回
／年

5
2-3
メディアプロモー
ション

SNSでの情報発信 自分が好きな奄美の風
景をSNSにアップする

0回
／週

1回
／週

6
3-3
チャレンジする
企業支援

新たな取組み 新たな事業について検
討会議を行う

0回
／月

１回
／月

7

8

9

10
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に
行
わ
ず
、
自
分
た
ち
で
話
し
合
い
を
通
じ
て
決
め
る
こ
と
と
し
た
。

ど
の
ま
と
ま
り
に
お
い
て
も
地
域
の
清
掃
活
動
参
加
と
い
う
項
目
は
、

必
ず
入
る
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

６
．
奄
美
大
島
広
域
連
携
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
の
推
進
体
制
と
ス
テ
ッ
プ

（
１
）
島
内
広
域
連
携
の
ス
キ
ー
ム

　

先
述
の
と
お
り
、
奄
美
大
島
に
あ
る
一
市
二
町
二
村
は
、
生
活
圏

域
・
経
済
圏
域
を
一
に
し
て
い
る
。
期
待
が
高
ま
る
観
光
の
分
野
に

お
い
て
も
、
来
島
者
か
ら
す
れ
ば
行
政
区
は
位
置
情
報
の
一
部
で
し

か
な
く
、
奄
美
大
島
は
一
つ
の
島
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
策
定
に
お
い
て
は
、
島

全
体
の
発
展
を
考
え
る
立
場
か
ら
五
市
町
村
に
よ
る
「
奄
美
大
島
総

合
戦
略
推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
広
域
連
携
し
た
計
画
の
策
定
を

行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
各
役
場
の
担
当
者
に
よ
る
連
絡
会
、
部
長

ク
ラ
ス
に
よ
る
調
整
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
各
首
長
に
よ
る
承
認
が

な
さ
れ
、「
奄
美
大
島
総
合
戦
略
」
が
出
来
上
が
っ
た
（
図
5
参
照
）。

（
２
）
策
定
ス
テ
ッ
プ

「
奄
美
大
島
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
①
現
状
分
析
、
②
将
来
推
計
を

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
R
E
S
A
S
）
や
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
に
よ
る
人
口
推
計
、
③
二
〇
六
〇
年
の
目
標
人
口
設
定
、

④
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
、
と
い
う
共
通
し
た
四
つ
の
資
料
を
準
備
し
て

図5  奄美大島総合戦略の策定スキーム
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策
定
し
た
。
策
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
内
閣
府
地
方
創
生

推
進
室
が
用
意
し
た
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
の
た
め
の
手
引

き
」
に
沿
っ
て
い
る
。
目
標
人
口
の
値
や
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
島

全
体
で
統
一
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
各
市
町
村
の
特
性
を
生
か
し
た
も

の
と
な
っ
た
。

　

各
市
町
村
と
も
に
気
を
遣
っ
た
点
は
、「
近
隣
の
市
町
村
か
ら
の

人
口
流
入
を
あ
て
に
し
な
い
政
策
に
限
定
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
隣
の
村
か
ら
人
が
移
り
住
ん
で
も
、
島
と
し
て
人
数
は
変
わ
ら

ず
、
全
体
で
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
だ
。
こ
れ
は
離
島
特
有
の
条
件
と
も
言
え
る
（
図
６
参
照
）。

「
奄
美
大
島
総
合
計
画
」
は
、
各
市
町
村
の
総
合
戦
略
の
出
来
上
が

り
状
況
を
そ
の
都
度
共
有
す
る
こ
と
で
、
全
体
の
方
向
性
を
考
え
な

が
ら
、
各
市
町
村
の
特
徴
を
生
か
し
た
総
合
計
画
の
合
冊
の
よ
う
な

形
態
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
市
町
村
連
携

が
進
ん
だ
た
め
、
今
後
の
実
行
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

協
力
体
制
が
布
か
れ
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
る
。

７
．
総
合
戦
略
策
定
を
通
じ
て
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
こ
と

　

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ
イ
ス
は
「
地
方
自
治

は
民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る
」
と
表
現
し
た
。
そ
の
地
方
自
治
に
お

い
て
、
方
向
性
を
示
す
各
種
計
画
が
民
主
主
義
の
主
役
で
あ
る
市
民

か
ら
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
誰
も
が
計
画
書

奄美大島 奄美市
■年少人口　■生産年齢人口　■老年人口 ■年少人口　■生産年齢人口　■老年人口

年少人口：0歳～ 14歳
生産年齢人口：15歳～ 64歳
老年人口：65歳～

平
成
22
年
度

平
成
52
年
度

平
成
22
年
度

平
成
52
年
度

14.7％ 57.3％ 28.0％ 15.2％ 59.0％ 25.8％

11.3％ 45.9％ 42.8％ 11.2％ 46.4％ 42.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

図6  奄美大島および奄美市の人口推移と将来推計人口
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を
見
な
が
ら
活
動
し
、
実
績
を
書
き
入
れ
、
目
標
実
現
す
る
と
い
う

姿
が
見
え
に
く
か
っ
た
。
も
し
活
用
し
て
い
れ
ば
「
総
合
計
画
」
は

一
〇
年
間
の
う
ち
に
手
垢
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

今
回
、曼
荼
羅
と
い
う
形
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
共
有
で
き
た
こ
と
は「
一

歩
前
進
」
と
感
じ
る
。
役
場
に
限
ら
ず
色
々
な
場
所
に
掲
示
さ
れ
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
確
認
し
て
い
る
姿
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
と
「
役
割
と
目
標
設
定
シ
ー
ト
」
に
よ
っ

て
、
計
画
は
具
体
的
に
実
現
し
、
評
価
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
習
慣

が
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
政
策
実
現
力
も
向
上
す
る
も
の
と

期
待
す
る
。
奄
美
市
を
訪
問
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
市
の
職
員

に
「
担
当
さ
れ
て
い
る
政
策
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
状
況
は
ど
う
で
す

か
？
」
と
質
問
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

総
合
戦
略
策
定
を
通
じ
て
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
委
員
と
し
て
参

加
し
た
方
々
が
戦
略
思
考
と
着
実
な
実
現
手
段
を
手
に
入
れ
た
こ
と

は
、
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　

今
回
、
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
奄
美
市
の
地
方
創
生
推
進
班
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
総
合
戦
略
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
、「
五

月
に
第
一
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
出
産
か
ら
子
育
て
の
施
策
に
対

し
て
『
自
分
ご
と
』
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
庁
内
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
職
員
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
以

上
の
反
響
が
あ
っ
た
。
ア
イ
デ
ア
の
内
容
に
つ
い
て
『
観
光
』
を
キ

ー
に
考
え
て
い
る
職
員
が
多
く
い
た
こ
と
、
提
案
者
の
プ
レ
ゼ
ン
を

通
じ
て
若
い
職
員
も
自
分
の
業
務
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
日
頃
か
ら

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
」「
部
署
を
超
え
た
若
い
職

員
同
士
で
議
論
で
き
た
こ
と
で
、
今
後
の
展
開
に
も
力
強
い
も
の
を

感
じ
た
」「
産
金
学
労
言
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
な
か
で
、

役
所
の
役
割
に
つ
い
て
日
々
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
戦
略
を
実

行
に
移
す
際
の
人
材
と
財
源
が
心
配
で
あ
る
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

文
字
通
り
未
来
を
担
う
若
手
一
人
一
人
が
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の

奄
美
を
考
え
て
責
任
あ
る
行
動
を
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
未
来
に
つ

な
が
る
の
だ
。

８
．
座
長
と
し
て
の
想
い

（
１
）
地
方
自
治
体
に
お
け
る
戦
略
の
必
要
性

　

戦
略
と
は
、
ゴ
ー
ル
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
術
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
と
企
業
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
組
織
で
あ
る
以

上
共
通
点
も
多
い
。
市
民
や
観
光
客
や
移
住
者
に
選
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
、
競
争
優
位
が
必
要
と
な
る
。
私
た
ち
は
競
っ
て
い
な
い
よ

う
で
、
実
際
は
選
択
の
場
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
市
民
が
今
後
も
住

み
た
い
と
考
え
る
自
治
体
で
あ
る
か
？　

観
光
客
が
ぜ
ひ
と
も
訪
れ

た
い
場
所
で
あ
る
か
？　

移
住
者
の
移
住
と
い
う
大
き
な
決
断
を
促

す
よ
う
な
自
治
体
で
あ
る
か
？

　

地
方
自
治
を
淡
々
と
行
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
ま
さ
に
消
滅
し
て

し
ま
い
か
ね
ず
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
明
確
な
戦
略
が
必
要
で

あ
る
。
今
回
の
総
合
戦
略
を
通
し
て
私
自
身
も
、
地
方
自
治
体
の
活

性
度
ア
ッ
プ
と
企
業
の
業
績
向
上
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と



76

を
実
感
し
た
。

　

ま
た
、
戦
略
ベ
ー
ス
で
仕
事
を
ま
わ
す
こ
と
が
組
織
と
し
て
習
慣

化
さ
れ
れ
ば
、
数
年
ご
と
の
人
事
異
動
時
に
も
引
き
継
ぎ
が
ス
ム
ー

ス
に
な
り
、
長
期
的
な
視
点
で
の
取
り
組
み
が
可
能
に
な
る
。�

（
２
）
奄
美
大
島
独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
獲
得
を

　

一
般
的
に
経
済
的
な
豊
か
さ
と
自
然
な
暮
ら
し
の
豊
か
さ
は
ト
レ

ー
ド
オ
フ
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
便
利
で
多
く
の
働
く

場
が
あ
る
都
会
の

環
境
に
は
、
自
然

は
少
な
く
、
地
域

の
つ
な
が
り
も
薄

い
。
他
方
、
地
方

で
は
自
然
や
暮
ら

し
は
豊
か
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
経

済
的
に
は
苦
し
い

状
況
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
ト
レ

ー
ド
オ
フ
の
関
係

は
、
そ
の
時
代
の

景
気
や
価
値
観
に

よ
っ
て
も
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
奄
美
は
幸
福
度
と
い
う
独
自
の
メ
ジ
ャ
ー
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関
係
か
ら
脱
却
し
て
、
経

済
的
に
も
そ
こ
そ
こ
稼
ぎ
、
自
然
と
地
域
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
暮

ら
し
を
送
る
特
異
点
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
（
図
７

参
照
）。
本
稿
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
奄
美
は
そ
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
有
し
て
い
る
。
企
業
の
存
続
と
同
じ
よ
う
に
、
各
地
方
自
治

体
が
、
自
分
た
ち
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
考
え
、
そ
こ
へ
の
到
達
に

向
け
て
市
民
一
丸
と
な
っ
て
戦
略
的
に
取
り
組
め
ば
、
必
ず
や
満
足

す
る
奄
美
独
自
の
位
置
を
獲
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、
戦
略

な
く
目
先
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、
日
本
創
生
会
議
が
提
言
し

た
よ
う
に
地
方
都
市
（
地
方
自
治
体
）
の
消
滅
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

（
３
）
計
画
が
着
実
に
実
現
さ
れ
た
時
に
苦
労
が
報
わ
れ
る

　

ゴ
ー
ル
を
決
め
、
そ
こ
に
至
る
戦
略
を
立
て
、
計
測
可
能
な
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
設
定
し
、
着
実
に
実
行
す
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、

企
業
に
お
い
て
も
な
か
な
か
実
現
は
難
し
い
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
を
変
え
た
く
な
い
、
新
し
い
こ
と
に
は
手
を
つ
け
た
く
な
い

な
ど
抵
抗
は
強
い
。
し
か
し
、
筆
者
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
多
く

の
企
業
で
は
、
二
つ
の
方
法
で
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。

　

一
つ
は
「
自
分
ご
と
」
で
あ
る
。
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、
地

方
自
治
に
た
ず
さ
わ
る
一
人
と
し
て
、
大
切
な
家
族
を
守
る
一
人
と

し
て
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
を
変
え
る
た
め
に
自
分
は
何
を
す

図7  経済的豊かさと自然な暮らしの豊かさのトレードオフ
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勝　眞一郎　（かつ しんいちろう）

1964年生まれ、奄美大島出身。98
年中央大学大学院経済学研究科博
士前期課程修了。同年ヤンマー株
式会社入社、情報システム、経営
企画、物流管理、開発設計など製
造業全般を担当。07年よりサイ
バー大学IT総合学部准教授、12年
より同学部教授。NPO法人離島経
済新聞社理事、鹿児島県奄美市情
報通信IM。『カレーで学ぶプロジェ
クトマネジメント』（デザインエッ
グ社）などの著書がある。

首長のことば

奄美市長　朝山　毅

　奄美群島では、平成25年2月に群島内12市
町村が一体となって「奄美群島成長戦略ビジョ
ン」を策定し、島々の特性をいかした地域の活
性化に取り組んでいるところです。
　この流れを踏まえ、今般の地方創生では、生
活・経済圏域を一つとする奄美大島5市町村に
おいて、島の豊かな自然や伝統文化の共有資産
を有効活用する戦略を策定し、地域間が連携し
た広域的施策に取り組んでおります。
　その中で、奄美市「攻め」の総合戦略では、「し
あわせの島」＝人々が暮らしたい島を基本理念
に、市民一人ひとりが地域の担い手となり、集
落・企業・行政などのそれぞれが役割を理解し、

「経済的に自立した島」・「子育てに適した島」・
「皆が知恵を出し実行する島」・「豊かな自然と
伝統を守る島」を目標に、その実現に向け施策
の着実な実行と進捗管理をしっかりと行いな
がら、取り組んでまいります。

奄美大島5市町村が連携した
「しあわせの島」づくりへ

る
の
か
を
考
え
、
行
動
す
れ
ば
必
ず
地
域
は
変
わ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、「
楽
し
く
や
る
こ
と
」
で
あ
る
。
達
成
で
き
た
ら

褒
め
ら
れ
る
し
か
け
を
あ
ら
か
じ
め
つ
く
っ
て
お
く
。
達
成
感
は
人

を
や
る
気
に
さ
せ
る
。
も
っ
と
や
っ
て
や
ろ
う
と
前
の
め
り
に
さ
せ

る
。
達
成
状
況
を
見
え
る
化
し
て
公
表
し
、
で
き
た
こ
と
は
喜
び
合

お
う
。
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
は
素
早
く
手
を
打
と
う
。
筆
者
も
奄

美
市
民
の
一
人
と
し
て
今
後
も
小
さ
な
一
歩
を
積
み
重
ね
る
所
存
だ
。

　

お
わ
り
に
、
奄
美
大
島
総
合
戦
略
と
奄
美
市
総
合
戦
略
の
立
案
に

あ
た
り
関
係
各
所
と
の
調
整
に
頭
を
悩
ま
せ
、
走
り
回
っ
た
奄
美
市

地
方
創
生
推
進
班
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
会
議
の
場
に
至
る
ま

で
日
夜
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
筆
者
は
陰
で
見
て
い

た
。
こ
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
の
は
、
計
画
が
着
実
に
実
現
さ
れ
た
時

で
あ
る
。
朝
山
市
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
「
奄
美
丸
」
で
特
異
な
奄

美
市
が
成
長
し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。�

■




